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エチレン導入の経緯
　2002年にそれまで使用してきた発芽抑制
剤が使用できなくなった。当時、それ以外
に使用できる発芽抑制剤が無かったため、
芽の問題は非常に深刻なものとなった。ポ
テトチップ用馬鈴しょは、還元糖の増加に
よるチップカラーの低下を避けるため、比
較的高い温度で貯蔵するので、ある程度の
発芽は避けられない。発芽した原料を使用
する場合、別途芽取り処理を行う必要があ
る。機械による処理も行っているが十分で
はないため、人の力によるところが大きく、
多大な手間とコストがかかる。もし芽が
残っている原料を使用すると繊維が残った
ポテトチップとなり、消費者クレームの一
因となる。
　それ以降、いくつかの新たな発芽抑制剤
について試験・検討を行ったが、その中で
注目したのがエチレンである。エチレンは
植物ホルモンのひとつであり、バナナやキ
ウイの追熟やもやしの栽培などに利用され
ている。
　馬鈴しょにエチレン処理を行うと発芽が
押さえられることは古くから知られていた
が、一方で塊茎内の還元糖が増加するため、
ポテトチップ用途には不適であると考えら
れてきた。しかし、エチレン処理とチップ
カラーに関するいくつかの研究報告から、

十分に可能性があると判断した。
　カルビーポテトでは、2007年よりエチレ
ン処理試験を開始した。最初は冷凍車を改
造して10t規模の模擬貯蔵庫を作成し試験
を行った。翌2008年は十勝地区にある700t
の実貯蔵庫２部屋を用いて、｢スノーデン
｣ 1,400tにエチレン処理試験を行った。こ
の結果、エチレン処理貯蔵の実用化は可能
と判断し、2009年は北海道内５カ所、本州
１所で、合計11,500tの馬鈴薯にエチレン
処理を行った。2012年度はさらに道内２カ
所にエチレン処理装置を追加し、2012年時
点のエチレン処理量は合計で約30,000tま
で増加した。

エチレン処理の現状
　2009年から2012年までのエチレン処理貯
蔵期間中のチップカラーの推移を示す（図
１）。品種は ｢スノーデン｣。
　まず2009年では、エチレン処理開始後に
チップカラーが低下したが、その後チップ
カラーは回復した。３月中旬以降は良好な
チップカラーを維持し、目標としているア
グトロン値43以上をおおむね維持すること
ができた。また発芽については、エチレン
により発芽長は１から２cm程度と実用上
問題の無いレベルに抑制することができた
（写真１）。エチレン処理技術は、実用化初

ポテトチップ用馬鈴しょにおける
エチレン貯蔵の現状と課題

津山　睦生カルビーポテト（株）馬鈴薯研究所
品種開発部　主任

【特集２】馬鈴しょ貯蔵へのエチレン利用
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年度から大きな成果を得ることができた。
2010年は、2009年と同様にエチレン処理開
始直後チップカラーが低下したが、その後
回復し、２月以降良好なチップカラーを示
した。しかし４月以降、特に十勝地区で急
激にカラーが低下した。カラーが低下した
ポテトチップは中心部分が褐変していた
（写真２）。この現象は従来の貯蔵方法でも
見られるが、エチレン処理を行うことによ
り、早期に発生するものと考えられた。ま
た、チップ中心部分が褐変した場合、リコ
ンディショニング処理を行ってもあまり改
善効果が見られなかった。
　2011年も、2010年と同様に４月以降チッ

プカラーが低下し、この問題がより深刻な
ものとなった。一方で試験的に一部の貯蔵
庫においてエチレン濃度を２ppmにして

図１　年度別チップカラーの推移（2009～2012年　品種：｢スノーデン｣）
※　アグトロン値：AGTRON社製カラーメーターによる測定値。数値が高いほど良好なチップカラーを示す。
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写真１　貯蔵中（５月時点）の発芽状況（左：慣行区　右：エチレン処理区）

写真２　中心部が褐変したポテトチップ
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貯蔵を行ったところ、従来の４ppmより
もチップカラーについては良好な結果が得
られた。
　そこで2012年は、エチレン濃度を２
ppmに変更してエチレン処理を行った。
網走、上川地区は2010、11年と比べて良好
なチップカラーを示したが、十勝地区では、
エチレン処理開始後から大幅にチップカ
ラーが低下した。その後貯蔵庫の温度を上
げたことによりチップカラーが回復した
が、エチレン濃度を２ppmに変更したこ
とによるチップカラーの改善効果を明確に
することはできなかった。
　ここで、産地別に ｢スノーデン｣ のチッ
プカラーを示す（図２）。十勝地区よりも
網走地区の方がチップカラーに優れる傾向
があり、特に４月以降のチップカラー低下
は十勝地区においてより顕著に発生してい
る。このように、地域によって貯蔵後のチッ
プカラーの差が非常に大きいことが明らか
となった。
　次に、｢きたひめ｣ のエチレン貯蔵時の
特徴についても簡潔に述べる。エチレン処
理開始後のチップカラーの低下は ｢スノー
デン｣に比べて小さいが、その後徐々にチッ
プカラーが低下する傾向がある。この貯蔵
期間中のチップカラーの低下は年次によっ

て程度が異なり、また同じ産地内でも生産
者の違いによる差が大きい。｢スノーデン｣
はエチレン処理開始後にカラーが低下して
もその後回復する傾向にあるが、｢きたひ
め｣についてはあまりこの傾向は見られず、
またリコンディショニングによるチップカ
ラーの改善効果も、｢スノーデン｣ ほど効
果的ではなかった。

課題と対策
　｢スノーデン｣ では貯蔵後期（４月以降）
特に十勝地区においてポテトチップ中心部
が褐変し、チップカラーが急激に低下する
ことが非常に大きな課題である。
　｢きたひめ｣ は、生産者の違いによる貯
蔵時のチップカラーのバラツキが大きく、
チップカラーが低下した場合、その後の回
復があまり期待できないことから、スノー
デンよりも早期に使用することが多かっ
た。しかし、一部のチップカラーの劣るも
の以外は、４月以降の ｢スノーデン｣ より
もチップカラーが良い傾向があるため、貯
蔵前にチップカラーの劣るものを除外する
ことができれば、長期間の貯蔵が可能とな
る。
　もし貯蔵時にチップカラーが低下しやす
い馬鈴しょであっても、チップカラーを低

図２　産地別チップカラーの推移（2009～2012年　品種：｢スノーデン｣）
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下させること無く貯蔵できる画期的なエチ
レン処理貯蔵条件の構築が理想であるが、
これまでエチレン濃度、エチレン処理開始
時期、貯蔵温度などについて継続的に検討
を行ってきた結果、全てのバラツキに対応
できるエチレン貯蔵条件の確立はかなり困
難であると考える。
　一方でこの産地間、生産者間などにおい
て、長期貯蔵時におけるチップカラーに差
が出る要因の一つとして、塊茎の生理状態
によってエチレンの感受性が異なることが
考えられる。そこで、エチレン貯蔵に適す
る生理状態を明確にし、貯蔵前にエチレン
処理に適さないものを区別する技術の確立
を期待したい。将来的にはその生理状態を
達成するための栽培条件を構築したいと考
える。
　また新たな技術開発として、エチレン処

理を行ってもチップカラーの低下しない品
種の登場を期待したい。カルビーポテトで
も品種開発に取り組んでおり、エチレン処
理を行っても長期間良好なチップカラーを
維持できる系統が育成されつつある。また、
エチレン阻害剤（1MCP）の研究も進めら
れており、その効果が確認されているので、
このような新規資材の開発にも注目してい
きたい。

おわりに
　ポテトチップ用馬鈴しょにおけるエチレ
ン処理技術は、発芽抑制の面では非常に大
きな効果を発揮している。しかしチップカ
ラーについては、早急に解決しなければい
けない課題がある。今後も試験研究を継続
し、実需者の要求を満足できる高品質な馬
鈴しょの周年供給体制を確立したい。
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